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のモル分率 xEG ≈ 0.3（60 wt%）で顕著な不凍
効果が現れ，約 -50℃まで液体状態を維持する







てきた  3- 8）．
この水和種について分子論的に明らかにする
ために，NMR，振動分光法，広角 X線散乱














































A =t1p1 + t2p2 + … +t11p11 （1）











ATApn = λnpn （2）








 λi × 100 （3）
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A = CK + R
  c1,1 c1,2 c1,3
 
=




 + R （4）  … … …










































トル（図 3b の下段）が EG純液体のスペクト
ルとよく一致することから‘バルク EG’が存
在することもわかった．
第 3の成分は xEG = 0.3 で極大になる成分で
（図 3a），対応するスペクトル（図 3b の中段）
は水とEG由来のバンドが両方現れており，水
分子とEG分子の‘会合体’の存在を示唆する．
会合体の存在量が最大となる xEG = 0.3 は，不















































るため，図 3b の CH伸縮振動バンドのシフト
も同様に解析できる．EG純液体中では 1分子
あたりの水素結合数が 2 であるのに対し  12），







とも大きい不凍効果を示す xEG = 0.3 の溶液に
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